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集合★位相＋演習プチテストリベンジ
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プチテストリベンジ参加案内
1. 90分です.

2. マークセンス方式です.

3. 外部記憶ペーパーは使えません
4. 解答用紙の指定された欄に指定された問を解答しよう.

学籍番号のマーク
学籍番号の tより後の部分を, 番号欄に右詰めで記入してください. 数字以外の記号が

出てくる場合, 9 をマークしてください.

例 t07v001 → 0 7 9 0 0 1

1

(開,閉,有限,無限)区間を [ 0 , +∞ ) のようなのりで答えよう.

• 写像 f : R → R, f(x) = x2 において, 定義域の部分集合 X1 = [−2, 1) の像 f(X1)

は区間 1 2 , 3 4 .

• 写像 f : R → R, f(x) = x2 において, ターゲット集合の部分集合 Y1 = (−4, 1) の

逆像 f−1(Y1) は区間 5 6 , 7 8 .

• 集合 A = {x ∈ R | ∃y ∈ R (x− y2 + 2 = 0)} は区間 9 10 , 11 12 .

• 集合 B = {x ∈ R | ¬(x ≤ −1 ⇒ x < −2)} は区間 13 14 , 15 16 .

選択肢

1 , 4 , 5 , 8 , 9 , 12 , 13 , 16 の選択肢

1 [ 2 ] 3 ( 4 )

2 , 3 , 6 , 7 , 10 , 11 , 14 , 15 の選択肢

1 −∞ 2 −4 3 −2 4 −1 5 0 6 +1 7 +2 8 +4 9 +∞
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2

次の命題が真か偽か答えよう. この問では, 一定の数以上正解しないと得点が得られ
ません.

• ∀x ∈ N ∃y ∈ N (x < y) · · · 17

• ∃y ∈ N ∀x ∈ N(x < y) · · · 18

• ∀x ∈ N ∀y ∈ N (x > y) · · · 19

• ∃y ∈ N ∃x ∈ N(x > y) · · · 20

• (∃y ∈ N y2 < 0) ⇒ (∀x ∈ N x = 2008). · · · 21

• 集合 X = {x ∈ R | x5 + 3x3 + 1 ≥ 0} に対して −1 ∈ X · · · 22

• 集合 X = {x ∈ R | x5 + 3x3 + 1 ≥ 0} に対して 0 ∈ X · · · 23

• X = {(x, y) ∈ R2 | x2 + y2 = 1}, Y = {(x, y) ∈ R2 | x4 + 2x2y2 + y4 ≥ 1} のとき,

X ⊂ Y · · · 24

• 任意の集合 X, Y について, X ⊂ Y,X 6= Y であるならX の濃度は Y の濃度より

小さい. · · · 25

• 任意の集合 X, Y に対して, 補集合を Xc で表すと (X ∩ Y )c = Xc ∩ Y c である.

· · · 26

17 — 26 の選択肢

1 真 2 偽

3

次の写像 f : X → Y が全射か単射か答えよう.

• X = R, Y = [−1, 1], f(x) = cos x. · · · 27

• X = Z, Y = Z, f(x) = 2x3. · · · 28

• X = R2, Y = R2, f(x1, x2) = (−x2, x1). · · · 29

27 — 29 の選択肢

1 全射でも単射でもない.

2 全射だが単射ではない.

3 単射だが全射ではない.

4 全単射である.
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4

答を選択肢から選ぼう. または にあてはまるものを選択肢から選ぼう.

4.1

集合 X = {(x, x2) ∈ R2 | − 1 < x < +1}の濃度は? · · · 30

30 の選択肢

1 0 2 1 3 2 4 ℵ0 5 ℵ

4.2

集合 X = {(x, x2) ∈ Z2 | x ∈ Z}の濃度は? · · · 31

31 の選択肢

1 0 2 1 3 2 4 ℵ0 5 ℵ

4.3

写像 f : R2 → R2, f(x1, x2) = (x1 − 3x2, 9x2 − 3x1) について, Y1 = {(0, 0)}⊂R2 の逆

像 f−1(Y1) を求めよう. · · · 32

32 の選択肢

1 {(0, 0)} 2 {(1, 3)t ∈ R2 | t ∈ R} 3 {(1,−3)t ∈ R2 | t ∈ R}

4 {(3, 1)t ∈ R2 | t ∈ R} 5 {(3,−1)t ∈ R2 | t ∈ R} 6 R2

4.4

写像 f : R2 → R2, f(x1, x2) = (x1 − 3x2, 9x2 − 3x1) について, X1 = {(1, 3)t | t ∈
R}⊂R2 の像 f(X1) を求めよう. · · · 33

33 の選択肢

1 {(0, 0)} 2 {(1, 3)t ∈ R2 | t ∈ R} 3 {(1,−3)t ∈ R2 | t ∈ R}

4 {(3, 1)t ∈ R2 | t ∈ R} 5 {(3,−1)t ∈ R2 | t ∈ R} 6 R2
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4.5

P,Q を命題とするとき, P ⇒ Q も命題である. P ⇒ Q の 34 は ¬Q ⇒ ¬P で

ある.

34 の選択肢

1 逆 2 裏 3 対偶 4 仮定 5 結論 6 黒幕

4.6

整数全体を表す記号は 35 である.

35 の選択肢

1 N 2 Z 3 Q 4 R 5 C 6 ♥

4.7

集合 X = {−2, 0, 1} に対して, X の巾集合 2X とは 36 である.

36 の選択肢

1 {1
4
, 1, 2}

2 {−2, 0, 1}

3 {{−2, 0, 1}}

4 {0, 1}

5 {∅, {−2}, {0}, {1}, {−2, 0}, {0, 1}, {−2, 1}, {−2, 0, 1}}

6 {アデリーペンギン,エンペラーペンギン,フンボルトペンギン}

4.8

写像 f : R → R , f(x) = 2e3x+
1
7 − 1 の逆写像は f−1(y) = 37 である.

37 の選択肢

1 1
2
e3y+

1
7 + 1

2
2 2e

1
3
(y−1

7
) − 1 3 1

3
log(y+1

2
− 1

7
)

4 2 log(3y + 1
7
) − 1 5 2008y2 + 1y + 16 6 1

3
(log y+1

2
− 1

7
)

ごめんなさい.

出題時には正しい選択肢がありませんでした.
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1

1. [0, +4].

2. (−1, +1).

3. 2次方程式 y2 − (x + 2) = 0 に実数解が存在する条件は, 判別式 02 + 4(x + 2) ≥ 0.

よって, [−2, +∞).

4.

¬(x ≤ −1 ⇒ x < −2)}
≡¬(¬(x ≤ −1) ∨ (x < −2)) ⇒ (ならば)の定義

≡(x ≤ −1) ∧ ¬(x < −2) ド-モルガンの法則

≡(x ≤ −1) ∧ (x ≥ −2)

よって [−2,−1].

2

17. 真. y = x + 1 ととればいい.

18. 偽. 最大の自然数というものはない.

19. 偽. ぜんぜんへん. x = y ととると反例.

20. 真. たとえば x = 2, y = 1.

21. 真. P ⇒ Q ≡ (¬P ) ∧ Q であり, P が偽なので.

22. 偽. 条件 P (−1) が F.

23. 真. 条件 P (0) が T.

24. 真. (x, y) ∈ X とすると, x2 +y2 = 1. このとき (x2 +y2)2 = 1 ≥ 1より, (x, y) ∈ Y .

よって X ⊂ Y . X = Y でないのは, (x, y) = (2, 0) ∈ Y, 6∈ X からわかる.

25. 偽. 反例 X = N, Y = Z.

2Copyright c©2007 Saburo HIGUCHI. All rights reserved.
, http://hig3.net(講義のページもここからたどれます), へや:1号館 5

階 502.

http://www.ryukoku.ac.jp/
http://www.rikou.ryukoku.ac.jp/
http://www.math.ryukoku.ac.jp/
http://www.a.math.ryukoku.ac.jp/~hig/
http://www.a.math.ryukoku.ac.jp/~hig/course/
http://www.a.math.ryukoku.ac.jp/~hig/course/#2007
http://www.a.math.ryukoku.ac.jp/~hig/course/topology_2007/
http://www.a.math.ryukoku.ac.jp/~hig/course/topology_2007/
http://www.math.ryukoku.ac.jp/~hig/
http://hig3.net
http://hig3.net
http://www.ryukoku.ac.jp/kohoka/access_map/campus_seta.html
http://www.ryukoku.ac.jp/kohoka/access_map/campus_seta.html


26. 偽. 正しくは, ド-モルガンの法則 (X ∩ Y )c = Xc ∪ Y c . 反例としては, 全体集
合 R で, X = (−∞, 0], Y = R とすると, (X ∩ Y )c = Xc = (0, +∞). Xc ∩ Y c =

(0, +∞) ∩ ∅ = ∅.

3

1. y ∈ [−1, 1] に対して x = arccos y ととれば f(x) = y なので全射. cos 0 = cos 2π

なので単射ではない.

2. 2x3 = 2y3 のとき X = y だから単射. f(x) = 2 となる x ∈ Z はないので全射では
ない.

3. これは線型写像. ker f = {(0, 0)} なので単射. 単射であり X,Y の次元が同じだか
ら全射. よって全単射.
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1. #[0, 1] = ℵ であり, [0, 1] と X の間には全単射があるので, #X = ℵ.

2. Z = ℵ0 であり, Z と X の間には全単射があるので, #X = ℵ0.

3. f−1(Y1) = ker f を求めて f−1(Y1) = {(3, 1)t | t ∈ R}.
4. f(t, 3t) = (−8t, 24t). よって f(X1) = {(1,−3)t | t ∈ R}.
5. 対偶
6. Z.

7. 部分集合すべてからなる集合だから {∅, {−2}, {0}, {1}, {−2, 0}, {0, 1}, {−2, 1}, {−2, 0, 1}}.
8.

y =2e3x+
1
7 − 1

y+1
2

=e3x+
1
7

log y+1
2

=3x + 1
7

x =1
3
(log y+1

2
− 1

7
)
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